
報
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総
町
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大

行
発
・
集
編

課
務

田
石
大
郡
山
村
北
県
形
山

町
緑
町

地
番
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平成 年 月 日現在

世帯数 戸 （ ）

総人口 人 （ ）

男 人 （ ）

女 人 （ ）

出生 人

（ 月中の異動）

死亡 人

転入 人

転出 人

月中の異動）

平成 年 月 日現在

世帯数 戸 （ ）

総人口 人 （ ）

男 人 （ ）

出生 人

女 人 （ ）

死亡 人

転入 人

転出 人

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
が
、
踊
り
の

シ
ー
ズ
ン
も
ほ
ぼ
終
わ
り

月
に
ひ

ざ
を
痛
め
た
こ
と
も
あ
っ
て

ヶ
月

以
上
体
を
動
か
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
中
、
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー

虹

の
プ
ラ
ザ

保
健
セ
ン
タ
ー
で
始
ま

っ
た

働
く
人
の
た
め
の
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
教
室
。
こ
れ
は
よ
い
機
会
だ

と
さ
っ
そ
く
申
し
込
み
先
日
、
第

回
目
の

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

ス
ト
レ

ッ
チ
教
室

に
参
加
し
ま
し
た
。
鏡

張
り
の
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
エ
ア
ロ

ビ
、
私
だ
け
リ
ズ
ム
に
乗
れ
て
な
い

…
必
死
に
体
を
動
か
し
て
い
る
と

分
も
し
な
い
う
ち
に
汗
び
っ
し
ょ
り
。

後
半
の
ス
ト
レ
ッ
チ
で
は
全
身
の
筋

肉
を
ゆ
っ
く
り
伸
ば
し
て
、
あ
や
う

く
眠
り
に
落
ち
そ
う
に
な
る
ほ
ど
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
体

を
動
か
す
っ
て
い
い
な
ぁ
、
と
改
め

て
思
い
つ
つ
も
な
か
な
か
続
か
な
い

ん
で
す
よ
ね
ぇ
…
。

（
あ
）

町公式ホームページに 大石田町健康ウォーキングマップ を掲載しています。これは町健康
推進員が 期 年にわたって実際に歩き、作成した各地区おすすめコースです。 つのコースが
あり、所要時間や距離とあわせて、ビューポイントや名所も紹介していて、気軽に歩きながら美
しい景観を楽しむことができます。
各コースの見どころをシリーズで紹介します。健康推進員おすすめコースを参考にウォーキン

グを楽しんでみませんか。

今回は 月 日（金）に行われたウォーキングイベント おーいしだまち歩き で歩いた田沢地区
コースを紹介します。当日は健康推進員や地域の方など 名が参加しました。

町公式ホームページではマッ
プと今回歩いたルートの詳細を
紹介しています。トップページ
暮らし・手続き から 福祉・
健康 に進み、 ウォーキング
マップ をご覧ください。

今回は大堤（田沢沼）をスタート地点に、参加者
同士の会話を楽しみながら歩きます。

オレンジ色のコスモスが咲きほこる
国道 号沿いを歩いて、田沢薬師堂へ。
一部歩道のないところを歩くので注意
が必要です。

最後は大堤の三吉神社へ。
今回はおよそ 時間で約 キ
ロを歩き、歩数は約 歩
でした。



月の 三街道そばの里まつり でも試飲を実施。
多くの方から おいしい と好評を得ました。

歴史民俗資料館 特別展歴史民俗資料館 特別展歴史民俗資料館 特別展歴史民俗資料館 特別展

第第 号号移移民民をを乗乗せせたた笠笠戸戸丸丸第 号移民を乗せた笠戸丸

お

に
珈
琲

開
発
の
き
っ
か
け
は
、

と
も
に
ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡
っ
た
大
石
田
町
海
谷
出
身

の

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
父

鈴
木
貞
次
郎
と
、
カ

フ
ェ
ー
銀
座
パ
ウ
リ
ス
タ
初
代
社
長
、
水
野
龍
と

の
縁
に
あ
り
ま
す
。

鈴
木
貞
次
郎
は
明
治

年
（

）、
南

米
チ
リ
行
き
の
船
に
乗
り
、
そ
こ
で
乗
り
合
わ
せ

た
水
野
龍
と
意
気
投
合
、
行
先
を
ブ
ラ
ジ
ル
へ
と

変
更
し
ま
す
。
そ
の
後
は
日
本
移
民
の
見
本
と
な

る
べ
く
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
の
コ
ー
ヒ
ー
園
で
就
労

し
、
明
治

年
（

）
に
は
日
本
契
約
移

民

名
を
乗
せ
た

笠
戸
丸

を
出
迎
え
ま

し
た
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
移
民
収
容
所
の
書
記
と

な
っ
て
、
そ
れ
以
降
も
日
本
か
ら
や
っ
て
く
る
移

民
の
世
話
を
す
る
な
ど
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
定

着
の
土
台
を
築
い
て
い
き
ま
し
た
。

お
よ
そ

年
前
に

人
が
夢
見
た
ブ
ラ
ジ

ル
コ
ー
ヒ
ー
と
、
同
じ
こ
ろ
大
石
田
に
土
着
し
た

来
迎
寺
在
来
の
時
を
越
え
た
出
会
い
を
テ
ー
マ
に
、

大
石
田
そ
ば
街
道
振
興
会
は
昨
年
か
ら

銀
座
カ

フ
ェ
ー
パ
ウ
リ
ス
タ
（
東
京
都
）の
協
力
で
大
石

田
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ブ
レ
ン
ド
コ
ー
ヒ
ー
の
開
発
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

振
興
会
で
は
発
売
に
向
け
、
昨
年
の
新
そ
ば
ま

つ
り
で
訪
れ
た
方
に
そ
ば
と
コ
ー
ヒ
ー
の
比
率
を

変
え
た

種
類
の
コ
ー
ヒ
ー
を
試
飲
し
て
も
ら
い

ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
め
た
ほ
か
、
今
年
の

月
か
ら

は
そ
ば
街
道
加
盟
店
な
ど
試
飲
期
間
と
し
て
提
供
。

そ
れ
ら
の
意
見
を
も
と
に
来
迎
寺
在
来
種
に
焙
煎

を
加
え
、
カ
フ
ェ
ー
パ
ウ
リ
ス
タ
担
当
者
が
厳
選

し
た
ブ
ラ
ジ
ル
コ
ー
ヒ
ー
豆
と
ブ
レ
ン
ド
し
、
蕎

麦
と
珈
琲
、
お
互
い
の
香
り
を
邪
魔
せ
ず
引
き
立

て
あ
う
、
大
石
田
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
そ
ば
ブ
レ
ン
ド

コ
ー
ヒ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。

そ
ば
コ
ー
ヒ
ー
は

月

日（
土
）以
降
、
そ
ば

街
道
加
盟
店
な
ど
町
内

店
舗
で
提
供
さ
れ
ま
す
。

お
土
産
品
と
し
て
の
販
売
、
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
の

提
供
な
ど
店
舗
に
よ
り
提
供
方
法
や
開
始
時
期
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大石田そば街道振興会が 銀座
カフェーパウリスタ（東京都）の
協力を得て開発を進めてきた、大
石田町産そば来迎寺在来とブラジ
ルコーヒーのブレンドコーヒー
お に珈琲 が完成しまし

た。町の特産品そばを活用した新
たな名物として、そば店などで販
売が始まります。

偉人 と聞くと、どんな姿を想像しますか。 青雲の大志を抱き、努力を重ねて物事を成し遂
げる といったところでしょうか。伝記等の物語としては良いのかもしれませんが、これでは現実
の私たちとあまりにかけ離れているような気がします。大石田町出身の偉人、 ブラジル移民の父
と呼ばれた鈴木貞次郎はどうだったのでしょうか。
貞次郎が南米へ渡ったのは明治 年（ ）のことで、当初目指していたのはブラジルではなく、
チリでの硝石採掘を目的にしていました。貞次郎の頭の中には、清らかなチチカカ湖（ペルーとボ
リビアの国境）、滔々と流れるアマゾン河（流域にチリは含まれず）等があったといいますから、と
りあえず目的はあるものの、南米的イメージを膨らませているうちに、なんとなくチリにでも行っ

てみようかと思い立った、というのが本当のところだったのではないかと思います。
横浜 ─ ペルー間の直行便グレンファーグ号、そこに乗り合わせたのが移民会社社長の水野龍でした。水野はコーヒー

農園の現地調査とブラジル政府との移民交渉のためにブラジルへ向かっており、貞次郎にしきりにブラジル行きを勧め
ます。水野にしてみれば移民のサンプルとして日本人を連れていきたかったところに、同じ南米チリまでのビザを持っ
た青年は安上がりでもあり、最適だったのです。そのような思惑を知らない貞次郎は、純粋にブラジル移民への夢に感
じ入り、即刻行き先をブラジルへと変更してしまいます。二人で共に現地視察を行った後、貞次郎は独りコーヒー園の
労働生活に入りました。
はじめは感心にも、重労働を自ら買って出ていた貞次郎でしたが、農場での仕事は想像以上のものでした。一月も経た

ずに疲労困ぱいし、根を上げてしまいます。また、出される食事は彼の旺盛な食欲を満たしてはくれず、夜な夜な隣町まで
バナナを買いに行かなければなりませんでした。そんな貞次郎青年の心にあるものは、彼に続く日本人移民たちの生活へ
の憂慮などであるはずはなく、日に日に心許なくなる懐に、バナナを買えなくなったらどうしようという即物的な懊悩で
した。しかしこの哀れな青年の名誉のために加えておくならば、この時貞次郎は日本
政府から高給を受けている見学生だと勘違いされており、経営者からは、ほんの僅か
な給料しか支払われておりませんでした。また、水野らと行った現地視察では良い部
分しか見せられず、現実の農園での労働環境は過酷なものだったのです。そんな状況
を改善しようにも、周りに日本人の同胞もおらず現地の言葉も不十分な彼にとって、
できることといえば水野への電報で切々と訴えることだけでした。
そんな中にあって、貞次郎は少しずつ仕事に馴染んでいき、しだいに頭角を現します。自らの覚書として書いた広大

なコーヒー園の地図が主人の目に留まったことをきっかけに農園の事務方へ回され、そこからさらに書記に昇進し支配
人の右腕として信頼されるようになっていきました。その業務の合間に、移民生活の実態や各国の移民の状況を調べて
は、水野へ報告しています。この頃から、来るべき日本人移民の生活へ思いを馳せるようになっていきます。
貞次郎が感じていたのは、ブラジルで成功するには長期的な視野が必要であるということでした。当時日本ではブラ

ジルへの移民希望者を募るために高待遇を喧伝しており、希望者のほとんどは数年間ブラジルで労働すれば大金を貯め
て帰国できるものと思っていました。しかし貞次郎の見た限り、奴隷時代の旧弊が根強く残る
ブラジルでの労働はそう楽観できるものではなかったのです。雇用主の意識が旧来のままなた
め労働者の扱いもまた奴隷並、なにより労働者から富を吸い上げ、雇用主だけが独占するシス
テムがそのまま残っていました。このような中では、移民会社が言うような成功など得られる
はずもなく、一日も早く独立して経営主としてブラジルに永住するつもりでなければ失敗する

だろうと貞次郎は考えていました。この考えはその後もずっと貞次郎の中にあり続けます。この思想のもと、貞次郎は
移民収容所書記として働きながら、日本人移民の地位の向上のために活動していきました。時には共に鍬をとりながら、
常に移民のそばにありました。これは、政府から派遣された役人や移民会社の立場ではなく、一労働者として得られた
見地であったと思います。 （歴史民俗資料館 大谷）

貞次郎は学生時代は虹原、ブラジル渡航以後は南樹と号し、
短歌や俳句を詠む風流人の一面を持っていました。学生の頃は
根岸の正岡子規を訪ね短歌や俳句の指導を受けていました。ま
た子規門下の河東碧梧桐や高濱虚子らの句会にも参加し、たび
たび上位に選ばれています。この縁で鈴木貞次郎著 伯国日本
移民の草分 の扉題字は碧梧桐が揮毫しています。
子規 碧梧桐らの俳句や大石田の俳諧の歴史を展示した みち
しるべの行方 大石田の俳諧・俳句活動の足跡 は 月 日
（日）まで、大石田町立歴史民俗資料館で開催しています。
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田
キ
ン
ダ
ー
ズ
）

高
橋

祐
斗（
大
石
田
キ
ン
ダ
ー
ズ
）

齋
藤

佳
介（
大
石
田
キ
ン
ダ
ー
ズ
）

島
田

寛
士（
大
石
田
キ
ン
ダ
ー
ズ
）

高
橋

一
成（
大
石
田
キ
ン
ダ
ー
ズ
）

木
村

経
照（
大
石
田

）

早
坂

秋
穂（
大
石
田

）

遠
藤

佳
人（
大
石
田

）

工
藤

悠
誠（
大
石
田

）

齋
藤

悠（
大
石
田

）

渡
邉

斗
亜（
大
石
田

）

石
川

美
裕（
大
石
田
小
学
校
）

横
山

仁
道（
大
石
田
小
学
校
）

八
鍬

匠（
大
石
田
南
小
学
校
）

遠
藤

純
也（
大
石
田

）

工
藤

雅
史（
大
石
田

）

遠
藤

佳
人（
大
石
田

）

工
藤

悠
誠（
大
石
田

）

高
橋

琉
夢（
大
石
田
柔
道
）

横
山

七
海（
大
石
田
柔
道
）

森
山

妃
生（
大
石
田
柔
道
）

鈴
木

柊
也（
大
石
田
キ
ン
ダ
ー
ズ
）

齋
藤

哲
平（
大
石
田
キ
ン
ダ
ー
ズ
）

海
藤

大
輝（
大
石
田
誠
剣
友
会
）

秋
保

杷
流（
大
石
田
誠
剣
友
会
）

柴
崎

彩（
大
石
田
ノ
ー
ス
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
）

村
岡

柚（
大
石
田
ノ
ー
ス
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
）

柏
倉

可
怜（
大
石
田
ノ
ー
ス
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
）

佐
々
木
朱
里（
大
石
田
ノ
ー
ス
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
）

齋
藤

愛
加（
大
石
田
ノ
ー
ス
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
）

永
登

采
佳（
大
石
田
ノ
ー
ス
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
）

石
山
希
々
花（
大
石
田
ノ
ー
ス
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
）

早
坂
恒
五
郎（
大
石
田
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
）

横
山

正
子（
大
石
田
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

星
川
セ
イ
子（
大
石
田
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

遠
藤

純
也（
大
石
田

）

小
松

武（
大
石
田
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
）



単位 千円）

内

訳

（単位 千円）

会 計 金 額 構成比（％）会 計

内

訳

会 計 金 額 構成比（％）

数値は、土地と建物は平成 年 月 日現在、その他は平成 年 月 日現在のものです。
単位未満の数値は、四捨五入により端数処理しています。

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

次 年 子 簡 易 水 道

特 別 会 計

学校給食事業特別会計

農業集落排水事業

特 別 会 計

介護保険特別会計

後 期 高 齢 者 医 療

特 別 会 計

一 般 会 計

次年子簡易水道

特 別 会 計

農業集落排水事業

特 別 会 計

一 時 借 入 金

合 計

区 分

土 地

建 物

有 価 証 券

出 資 に よ る 権 利

債 権

基 金

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

土地開発基金（現金）

そ の 他 の 基 金

数 量

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円





開館時間 午前 時 午後 時（日・祝日は午前 時 午後 時）
休 館 日 毎週木曜日・特別整理期間ほか 《 月の休館日》 日 ・ 日 ・ 日 ・ 日 ・ 日

公式

、 の申込み方法については、お知らせ版や公式 をご覧

ください。電話での申込みも受け付けています

中学生以上の方は本人確認のできるものをお持ちください。
（運転免許証・保険証・学生証・生徒手帳等）

─ 新着図書からピックアップしてご紹介します ─

”いゃしっらけてき

─ 新着図書からピックアップしてご紹介します ─

しっらけ

舘野 鏡子【一般書】
小松 成美【一般書】
毎日新聞校閲グループ【一般書】
友利 新【一般書】

大塚 敦子【一般書】
池内 紀【一般書】

坂本 フジヱ【一般書】
宮部 みゆき【一般書】

令丈 ヒロ子【児童書】
ハロルド【児童書】

いわい としお【えほん】
中川 学【えほん】
広瀬 克也【えほん】

日 時

月 日

月 日

月・ 月の展示

内 容

話題の雪若丸のおむすびを作ってたべよう

有名な百人一首を味わってみませんか？

県内の図書館員が選ぶ 今すぐ旅に出たくなる 本！

、



土交通省山形河川国道事務所による防災出
前授業が、大石田小学校で 月 日（金）に

防災出前授業が行われ、児童が今年で発生から
年となる羽越水害の被害などについて学びました。
授業ではスクリーンに昭和 年の羽越水害や昭和
年の水害発生時の町の様子を写した写真や大石
田町の浸水域を示した地図などが映し出され、当
時の被害などを確認しました。また、畳 枚の広さ
に ミリの雨が降った際の重さを再現した袋を持
ち上げる体験も行われ児童らは 人がかりで
約 キロの袋を重そうに持ち上げ、児童の一人は
この水をかき分けて逃げるのは大変だと思った
と話していました。授業のあと最上川のはん濫を
想定した避難訓練が行われ、大石田中学校までの
避難経路などを全校児童で確認しました。

内 つの小学校の 年生児童が手作業の稲刈りを
体験しました。各小学校では農作業の大変さや収

穫の喜びを味わってもらおうと、毎年春に田植え、秋に
稲刈り体験を行っています。
このうち 月 日（月）には大石田北小で はえぬき

の稲刈りが、 月 日（火）には大石田小と大石田南小で
つや姫 の稲刈り体験が行われました。子どもたちは
慣れない鎌を使う作業に戸惑いながらも稲の刈り取りを
行い、刈り取った稲をていねいに束ねていました。各校
ではこのあと脱穀作業なども行い、収穫した米を味わう
収穫祭も行われる予定です。

国

町

石田保育園で 世代間交流交通安全教室
が 月 日（金）に行われ、園児とその家族

が交通ルールを学びました。このうち歩行訓練に
は 頭の警察犬 クローネ と モモ も参加し
て、園児と保護者が手をつないで一緒に保育園の
周辺を歩いて標識について学び、道路を横断する
際の交通ルールを再確認しました。このほか教室
ではチャイルドーシート講習会も行わました。教
室の最後には警察犬の訓練の様子も披露され、警
察犬 クローネ がトレーナーが歩いた足跡を正
確にたどる様子に、園児や保護者からさかんな拍
手が贈られていました。

大

と映画の夕べが大石田南小学校で 月 日
（木）に開催されました。これは町教育委員

会と北村山視聴覚教育センターが開いたもので、
大石田南小の児童やその家族 名が参加してアニ
メ映画の上映会と星の観察を楽しみました。
参加者は体育館で セロ引きのゴーシュ など
の映画を楽しんだあとグラウンドに出て土星やア
ンドロメダ銀河などを観察しました。今年は土星
と地球の位置関係から、土星の輪がここ数年で最
もよく観察できる年で、子どもたちは視聴覚教育
センター職員の説明を聞きながら、何度も望遠鏡
をのぞいていました。

星

金への協力を募る 赤い羽根共同募金オー
プニングセレモニー が 月 日（土）にふ

たば児童センター体育館で開催されました。セレ
モニーでは、ふたば横山保育園の園児による和太
鼓の演奏、ふたば保育園の園児によるリトルマー
チングバンドの演奏などのほか、児童館に通う児
童によるマーチング演奏なども行われ、会場を盛
り上げました。
その後、園児や児童、高校生ボランティアサーク
ル二十四孝 のメンバーなどが募金を呼びか
け、会場に集まった皆さんから多数の温かい善意
をいただきました。大変ありがとうございました。

募



診療時間 午前 時 分 午後 時

都合により日程が変わる場合がありますので、
事前にお問い合わせください。

月 日現在）

平成 年 月 日 月 日）

月 日現在）

平成 年 月 日 月 日）

発生件数 件（ 件）
負傷者数 人（ 人）
死亡者数 人（ 人）
（ ）は前年比

大石田町芸術文化功労章表彰式・ 歌と踊りの合同公
演 午後 時 分 町民交流センター 虹のプラザ
多目的ホール

町教育祭展 小中学生の書写絵画作品展・創意くふう
展（ 日） 町民交流センター 虹のプラザ

小原流いけばなこども教室展（ 日）
町民交流センター 虹のプラザ

亀井田橋安全祈願祭・開通式典 午前 時 川前地内

母子健康手帳交付・健康相談 午後 時 分
役場相談室

心配ごと相談 午後 時 分 午後 時
町民交流センター 虹のプラザ 会議室

行政相談 午後 時 分 午後 時 分
町民交流センター 虹のプラザ 会議室

年金相談 午前 時 午後 時 役場 会議室
新庄年金事務所への事前予約が必要です。

防火キャラバン出発式 午後 時 役場玄関前

ラジオ 民謡をたずねて 公開収録 午後 時
分 町民交流センター 虹のプラザ 多目的ホール

第 回大石田町民武道大会 午前 時
大石田中学校体育館

除雪作業安全祈願祭 午前 時 分 除雪車庫

母子健康手帳交付・健康相談 午後 時 分
役場相談室

農業委員会総会 午前 時 役場大会議室

無料法律相談（要予約） 午後 時 分 午後 時
町民交流センター 虹のプラザ 会議室


